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今回の授業で学習すること

◼１ 個体識別の役割

◼２ 個体識別の種類

◼３ マイクロチップのしくみ

◼４ 個体識別の法制度
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１ 個体識別の役割
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個体識別の目的と効果の概要

◼「所有者の特定」による身元の保証

◼「所有者の特定」による責任の明確化

◼ペットの所有者の発見を容易にし、責任の所在の明確化による飼い
主の意識の向上などを通じて、動物の遺棄・逸走の未然防止に寄与
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「動物の愛護」に関する主な効果

＜飼い主のところへの再来効果＞

◼1 ） 迷子、逸走動物の所有者等の発見

◼2 ） 事故に遭遇した動物の所有者等の発見

◼3 ） 災害時の迅速な対応

◼4 ） 動物の盗難時の対応（所有者の証明）

＜遺棄の未然防止の効果＞

◼5 ） 遺棄の防止（心理的抑制効果と罰則適用）
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迷子時などにおける , 飼い主のところへの再来効果

◼迷子・逸走・事故など

◼盗難
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遺棄の未然防止の効果

　 個体識別あり　　　　　   個体識別なし

（所有者が分かる）　　（所有者が分からない）

　＜捨てた場合＞　　　　　＜捨てた場合＞

　捨てた人が分かる　　　捨てた人が分からない
　

　　　　　

　　抑止効果あり　　　　　　抑止効果なし
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動物の管理に関する主な効果

＜各種の悪影響の防止効果＞

◼1 ） 迷惑防止（地域との共生）

◼2 ） 危害の防止

◼3 ） 外来種対策

＜個体の確認管理の効果＞

◼4 ） 動物の健康管理（病歴等の効率的管理）

◼5 ） 血統の登録管理

◼6 ） トレーサビリティの確保（感染症対策等）

◼7 ） 動物輸出入時の個体証明
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迷惑防止・外来種対策などの悪影響の防止効果

ペットのアライグマが　　　　農作物を食害

野生化して自然繁殖　　　　　野生生物を捕食

ペットのヘビが脱走　　　公園などで迷惑や危害
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病歴や血統などに関する個体の確認管理の効果

◼親の素性や生まれた場所など

　が確実に分かるため、遺伝性

　疾患などの病歴管理が容易になる
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輸出入証明、感染症対策などに関する
個体の確認管理の効果
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◼「個体」を確実に特定できるため、取り引きの
経路を追跡することが可能。また , 「すり替え」
の防止にも役立つこととなる。



学生と先生の問答コーナー①

Q 学生

個体識別には、色々な効果
があるんですね。

「遺棄の防止」という役割
があることには、気が付き
ませんでした。

A 先生

迷子になった時でも、飼い
主の元に戻ることができる
という役割と違って、理解
し難いかもしれませんね。

ペットを捨てることはあっ
てはならないことですが、

誰が捨てたかが分かるよう
になれば、捨てるといった
行為は減ることでしょう。
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ミニテスト①

問　個体識別の目的や効果として、適切なものの
　　

　みを挙げているのは、どれでしょうか？

①虐待の防止、遺棄の防止

②迷子の防止、トレーサビリティの確保

③繁殖の抑制、盗難の防止
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解答の基礎

◼正解は、「②迷子の防止、トレーサビリティの
確保」です。

◼個体識別によって、ペットの身元が保証される
とともに、飼い主の責任の所在が明確化される
ことにより、ペットが迷子になったりすること
を防止したり、ペットを捨てたり、盗まれたり
することを防止することに役立つことになりま
す。
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２ 個体識別の種類
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個体識別の主な方法

◼首輪
◼名札
◼鑑札（狂犬病予防法）

◼マイクロチップ

◼入れ墨（タトゥー）

◼足環
◼耳標（牛）
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首輪
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名札
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鑑札
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マイクロチップ
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入れ墨
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足環
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耳標
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そのほかの個体識別

◼写真

◼DNA鑑定

◼鼻のび紋（牛など）
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学生と先生の問答コーナー②

Q 学生

個体識別には、色々な種類
があるんですね。ペットの
犬や猫には、どれが一番良
い方法なんですか？

A 先生

マイクロチップが一番妥当
な方法であるとされていま
すね。

しかし、小鳥には、足環が
良いなど、動物の種類や目
的によって、妥当な手法が
違うことに注意しなければ
なりませんよ。
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ミニテスト②

問　「動物」と「個体識別の種類（一般的に使用）」
　

　との組み合わせで、適切なものはどれでしょうか？

①産業動物の牛　→　入れ墨

②ペットの猫　　→　鑑札

③小鳥　　　　　→　足環
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解答の基礎

◼正解は、「③小鳥　→　足環」です。

◼牛には耳標。猫には首輪やマイクロチップ。小
鳥には足環、が一般的に使用されています。
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ミニテスト③

問　「個体識別の種類」の説明で、適切なものはどれ

　でしょうか？

① マイクロチップの方が，入れ墨より、安価である

②名札は、足環よりも、外れやすい

③鑑札のデザインは、狂犬病予防法に基づき、１種
類

　に限定されている
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解答の基礎

◼正解は、「②名札は、足環よりも、外れやす
い」です。

◼色々な個体識別の種類がありますが、それぞれ
にメリットやデメリットがありますので、しっ
かりと学習をしておきましょう。
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３ マイクロチップのしくみ
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マイクロチップとは何か

◼IC タグの一種（小さな電子機器）

◼世界中で普及

◼動物の皮下に埋め込んで使用

◼ICチップに記録されている番号を読み取り

◼読み取りには、専用のリーダーが必要
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マイクロチップの構造

◼直径１～２mm、長さ約８mmまたは 12mm

◼IC（集積回路）、コンデンサ（電気を蓄え
る）、電極コイル（アンテナ）から構成される

◼生体適合ガラスやポリマーで覆われている
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マイクロチップの原理①　入っている情報データ

◼世界で唯一の番号（一意性のある 15桁の番
号）が入っている

◼この番号と、飼い主の住所や氏名などが記録さ
れたデータベースと照合することにより、利用
するものである。

33



◼「番号」と「読み取りの通信方式」も規格化

　　　　　　　　（国際標準化機構の ISO規格）

マイクロチップの原理②　情報データの読み取り
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マイクロチップの原理③　身元の照会
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マイクロチップの装着と費用
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マイクロチップの情報データの登録機関 ＡＩＰＯ

◼データベースの登録情報
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マイクロチップが役に立った事例

◼庭につないでいた犬が、リードが擦り切れて脱走

◼家族総出で探したが、見つからなかった・・・。
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マイクロチップの普及率
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◼動物 ID 情報データベースへの登録数の推移（累計）



各種分野におけるマイクロチップの導入例

◼ペット保険のマイクロチップ割引

◼ペット共生マンションの管理規約
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＜ＵＲ都市機構「ペット飼育規則」＞

犬の飼育に当たっては、狂犬病予防法（昭和 25年
法律第２４７号）第４条第２項に基づく登録を受
け、同条第３項に基づき鑑札を着けていること、か
つ、自己の所有であることを明らかにするため犬に
マイクロチップを注入するよう努めること。猫の飼
育に当たっては、自己の所有であることを明らかに
するため、猫にマイクロチップを注入すること。



マイクロチップによる個体識別の課題
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学生と先生の問答コーナー③

Q 学生

マイクロチップは、電波を
出して、ペットの居どころ
を教えてくれるんだと思っ
ていました。

そういう機能は、なかった
んですね。

A 先生

そのとおりです。 GPSのよ
うな位置情報の検索機能は
ありません。

例えば、クレジットカード
などに付いている ICなどの
ようなもの、と思えばよい
かもしれないですね。
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学生と先生の問答コーナー④

Q 学生

子犬や子猫にも

装着できるんで
すか？

A 先生

個体差や健康状態にもより
ますが、一般的には、子犬
は生後２週以降、子猫は生
後４週以降から装着できま
す。
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学生と先生の問答コーナー⑤

Q 学生

診察への影響は

ないんですか？

A 先生

マイクロチップがＸ線照射の
影響を受けることはなく、Ｘ
線検査やＣＴ検査の画像にも
問題はありません。ただし、
ＭＲＩでの診断では、マイク
ロチップの周囲５ cm ほどに
画像の乱れなどが現れること
もあります。
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ミニテスト④

問　マイクロチップのしくみの説明で、適切なものは
どれでしょうか？

① 生体に適合するガラスやポリマーで覆われている

②バッテリーを搭載した GPS装置である

③特殊な接着剤で、耳の裏に取り付けが可能である
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解答の基礎

◼正解は、「①生体に適合するガラスやポリマー
で覆われている」です。

◼IC カードのようなものですので、バッテリーを
搭載した GPS装置とは異なります。また、皮膚
の下に、注射器のようなもので、埋め込むこと
により装着します。
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ミニテスト⑤

問　マイクロチップのしくみの説明で、適切なものは
どれでしょうか？

① 飼い主の住所や氏名が入っている

②現在の普及率は、犬については 60％を越えている

③データベース管理は、日本獣医師会が実施してい
る
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解答の基礎

◼正解は、「③データベース管理は、日本獣医師
会が実施している」です。

◼マイクロチップ自体には、 15桁の数字が、
入っているだけです。この数字をもとに、飼い
主の住所や氏名などが入っているデータベース
が整備されており、これと照合することで、飼
い主などが分かるしくみになっています。世界
中で、広く普及し、使用されているマイクロ
チップですが、現在の普及率は、犬では約 25.
7％、猫では約 10.8 ％とまだ低いのが実情で
す。
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４ 個体識別の法制度
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法令で規定されている個体識別

◼動物愛護管理法

◼狂犬病予防法

◼鳥獣保護法

◼外来生物法

◼牛トレーサビリティ法

◼種の保存法

◼地方条例
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動物愛護管理法
　（動物の愛護及び管理に関する法律）

◼① 個体識別措置の経緯

◼②所有者明示の措置（環境省告示）の概要

◼③令和元年 6月法改正のマイクロチップの

　　義務化の概要
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① 動物愛護管理法における個体識別措置の経緯

◼昭和 48年　

　　＜動物保護管理法の制定＞

◼平成 11年の法改正

　　個体識別が所有者等の努力義務として規定

　　特定動物にマイクロチップ等の装着を義務化

◼平成 17年の法改正

　　所有者明示の具体的内容を環境省告示で定め

　　る措置の導入

◼令和元年の法改正

　　犬猫の一部にマイクロチップ装着等の義務化
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②所有者明示の措置（環境省告示）

　　　＜動物愛護管理法の第 7条第 6項＞　

動物の所有者は、その所有する動物が自己の所有
に係るものであることを明らかにするための措置
として環境大臣が定めるものを講ずるように努め
なければならない。

　　　　　　　　＜環境省告示＞

「動物が自己の所有に係るものであることを明ら

　かにするための措置」
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第１ 所有明示の意義及び役割

第２ 定義

第３ 適用対象動物

第４ 識別器具等の装着又は施術の方法

　　 (1)　基本的な考え方

　　 (2)　動物の区分ごとの識別器具等の種類

第５  動物の健康及び安全の保持

第６　識別器具等及び所有情報の点検等

第７　関係行政機関等の責務

第８　犬猫等販売業者等の責務
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第１ 所有明示の意義及び役割

◼動物の所有者が、その所有する動物が自己
の所有に係るものであることを明らかにす
るための措置を講ずることは、動物の盗難
及び迷子の防止に資するとともに、迷子に
なった動物や非常災害時に逸走した動物の
所有者の発見を容易にし、責任の所在の明
確化による所有者の意識の向上等を通じ
て、動物の遺棄及び逸走の未然の防止に寄
与するものである

56



第４ 識別器具等の装着又は施術の方法①
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第４ 識別器具等の装着又は施術の方法②
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③令和元年 6月法改正のマイクロチップの義務化
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①犬猫等販売業者は、装着、情報登録が義務

② なお、一般の飼い主などは、装着は努力規定

③ （一般の飼い主であっても）ただし、装着した

　 犬猫の情報登録は義務

④狂犬病予防法に基づく犬の登録の特例

　 　 　 　 　 （ワンストップサービス化）

　 　 ・ MC装着に伴う犬の情報登録時には、市町村長に通知

　 　 ・装着された MC は、狂犬病予防法上の鑑札とみなす

⑤環境大臣は、指定登録機関を指定
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狂犬病予防法

＜「登録」と「鑑札を付けること」が義務＞

◼狂犬病予防の観点から、犬を飼

　いはじめたら市区町村に登録し、

　鑑札をつけること

　・取得した日から 30日以内

　　（生後 90日以内の場合は、

　　　生後 91日から起算）

◼登録は一生に一度。鑑札が損傷した場合は再交付
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鳥獣保護法

◼鳥獣の飼養登録制度

　　野生鳥獣をペットとして飼育する場合には、

　　１羽（頭）ごとの飼養登録が必要

◼鳥獣の輸出入制度

　　鳥獣の違法な捕獲を防止する

　　ために、鳥獣の輸出入に関す

　　る規制措置が設けられている

例：メジロの輸入　→足環の装着が義務　
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外来生物法

◼特定外来生物の飼養は、原則禁止

◼ただし、学術研究目的での飼養は例外的に許可
される場合があるが、マイクロチップ等による
個体識別が必要
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牛トレーサビリティ法
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種の保存法

飼養や輸入
などの許可
や登録にあ
たっては、
マイクロ
チップなど
による個体
識別が必要
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地方条例①　主な条例の一覧

◼小笠原村飼いネコ適正飼養条例（東京都）H11

◼国頭村ネコの愛護及び管理に関する条例 H16

　　　　　　　　　　　　　　　（沖縄県）

◼竹富町ねこ飼養条例（沖縄県）H20

◼奄美市飼い猫の適正な飼養及び管理に関する条例

　　　　　　　　　　　　　　H23 （鹿児島県）

◼天売島ネコ飼養条例（北海道）H24
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地方条例②　規制の例（平成 23年・鹿児島県）

　奄美市飼い猫の適正な飼養

　及び管理に関する条例

◼目的

　 飼い猫の野生化や放し飼いによるアマミノクロ

　ウサギ、そのほかの野生生物への被害を防止。

　これにより、地域生活環境の向上、自然環境・

　生態系の保全を図ること

◼猫の登録とマイクロチップの装着を義務化
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奄美大島　野良猫が増える原因
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学生と先生の問答コーナー⑥

Q 学生

個体識別は、ペットだけで
なく、外来生物や希少種の
保護のためにも、重要なこ
となんですね。

A 先生

そのとおりです。個体識別
がされていないことから、
密猟した小鳥なのか、ペッ
トショップから買った小鳥
なのかも区別がつかないと
いう問題も、以前は、起き
ていたりしましたね。
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学生と先生の問答コーナー⑦

Q 学生

法改正で、マイクロチップ
が義務化されると、今、私
が飼っている猫にも、名黒
チップを装着しなければな
らないんですか？

A 先生

装着の義務はありません。
義務化されるのは、ブリー
ダーやペットショップなど
です。

※第 1 種動物取扱業者のう
ち

　の犬猫等販売業者
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ミニテスト⑥

問　動物愛護管理法の個体識別についての説明で、適

　切なものはどれですか？

① 特定動物には、個体識別が義務化されている

②令和元年 6月の法改正で、一般の飼い主の犬や猫
に　

　も、マイクロチップ装着が義務化された

③個体識別の義務化の目的は、犬や猫から野生動物
を　

　守るためである
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解答の基礎

◼正解は、「①特定動物には、個体識別が義務化
されている」です。

◼ワニやサル等の特定動物（危険な動物）は、逃
げ出したりすると、人の生命・身体等に被害が
発生したりするおそれがあります。しかし、以
前は、特定動物の遺棄や逸走などが、全国各地
で発生していました。このため、責任の所在を
明らかにすることにより、その管理の徹底を図
るため、平成 17年の法改正により個体識別措置
が許可の条件として、義務化されました。
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愛玩動物飼養管理士
課題報告問題
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「動物の愛護及び管理に関する法律」の「所有の明示措
置」に関する次の①～⑤の記述のうち、正しいものを１つ
選び、解答用紙の解答欄にマークしてください。

◼① 産業動物（畜産動物）の場合と異なり、ペットについては、
「所有の明示措置を推進すること」と「トレーサビリティの確保
を通じたペットの流通の適正化を図ること」とは、無関係である
と考えられている。

◼② 「動物の愛護及び管理に関する法律」や「狂犬病予防法」で
は、所有の明示を義務づける措置が一部に設けられている。

◼③ 所有の明示の手段として、入れ墨（タトゥー）や脚環は推奨
されていない。

◼④ マイクロチップとは、体に影響を与えない生体適合の合金で
覆われた円筒形の GPS装置である。

◼⑤ マイクロチップの ICチップには、 15桁の数字からなる識別
番号のほかに、飼い主の氏名・住所・連絡先や動物の種類・生年
月日などが登録されている。
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解答の基礎

◼① 盗難や迷子の防止だけでなく、責任の所在の明確化による動物の遺
棄や逸走の未然防止、トレーサビリティの確保を通じたペットの流通の
適正化などにも役立つものであると考えられている。

◼② 正答。「動物の愛護及び管理に関する法律」の特定動物（危険な動
物）の飼養許可にあたってはマイクロチップなどによる個体識別が、狂
犬病予防法の犬の登録にあたっては鑑札の装着が義務づけられている。

◼③ 入れ墨（タトゥー）、鳥類への脚環の装着も有効な方法として推奨
されている。

◼④ 生体適合のガラスやポリマーで覆われた円筒形の電子標識器具であ
る。なお、ペットの位置を知らせる GPS機能はない。

◼⑤ マイクロチップは装着しただけでは意味がなく、別途に、飼い主の
氏名・住所・連絡先や動物の種類・生年月日などを公益社団法人日本獣
医師会が管理している「動物 ID 情報データベース」などに登録する必
要がある。
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お疲れさまでした。
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